
フリージア・マクロス＜6343＞、持分法適用会社化を目指して日邦産
業＜9913＞にTOB

フリージア・マクロスは、日邦産業株のTOB（公開買い付け）を実施すると発表した。資本業務提携の
強化により日邦産業の顧客提案力の向上と仕入れコストの低下というシナジー効果を実現し、持分法適
用会社化を通じてフリージア・マクロスの業績向上につながると期待している。TOB後もフリージア・
マクロスの株式保有割合は最大で27.57％にとどまり、日邦産業の上場は維持される見通し。

一方、日邦産業は「今回のTOBは一方的かつ突然に行われたものである」とし、「公開買付届出書の内
容などを精査した上で、速やかに見解を公表する」としている.

TOB価格は1株当たり930円で、公表前営業日での終値528円に76.13％のプレミアムをつけた。買付予
定数は71万4800株。応募総数が2万5000株を下回った場合は、買付を実施しない。買付代金は約6億6
500万円。公開買付代理人は三田証券。決済開始日は3月19日。


